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一般会計及び各特別会計
375億6,494万9千円
（下水道事業会計は公営企業会計に移行）

▲平成30年１月８日に開催された福生市成人式にて（実行委員会の新成人）

▲第35回ふっさ桜まつり（平成30年）写真コンクール入賞作（推薦）浦野 峰一氏撮影「お花見日和」

平成 31 年度　一般会計予算の款別内訳 （ ）内 の 数 字 は 合 計 に 占 め る 割 合

平成 31年度 平成 30年度歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
財産収入
寄附金
繰越金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

農林水産業費
諸支出金
予備費

歳入合計　250 億 8,000 万円 歳出合計　250 億 8,000 万円

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

地方消費税交付金

市　　　債

使用料及び手数料

分担金及び負担金

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

80億690万円（31.9％）

47億6,478万円（19.0％）

39億4,092万円（15.7％）

24億422万円（9.6％）

16億1,518万円（6.4％）

4億536万円（1.6％）

12億2,240万円（4.9％）

9億8,800万円（3.9％）

2億5,635万円（1.0％）

6億7,389万円（2.8％）

8億200万円（3.2％）

124億3,728万円（49.6％）

38億3,128万円（15.3％）

21億5,005万円（8.6％）

23億1,106万円（9.2％）

9億4,601万円（3.8％）

7億6,449万円（3.0％）

20億795万円（8.0％）

2億1,893万円（0.9％）

2億8,527万円（1.1％）

1億2,768万円（0.5％）

〜〜

平成31年
第1回定例会
2月26日～3月26日
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　今定例会では、14名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
　会議録は５月中旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。また、福生市ホームページにも掲載し
ますので、ぜひご覧ください。
　なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）「市政のここを問う」

外国人の市政への影響及び共存への課題について 正和会
佐藤 弘治 議員

　質問　外国人の増加により大きな
効果が生まれるが、生活習慣や文化
的背景等の違いによる問題も生じて
いる。外国人の増加による市政運営
への影響と共存への課題を伺う。
　市長　福生市には60カ国もの方が
お住まいのため、多言語対応が課題
であり、多言語が話せる職員の配置、

印刷物や市ホームページの多言語対
応などの対策を講じている。日本語
学校等の関係機関と連携し、今後起
こり得る課題に対応していく。
国語科における言語能力の育成につ
いて
　質問　社会の複雑化、多様化に対
応するため、国語科における言語能

力の育成を一層充実させる必要があ
ると考えるが、見解を伺う。
　教育長　言語は全ての教科の学習
の基盤となるものである。新学習指
導要領でも国語科の目標や内容の見
直しが図られている。今後も言語活
動の充実を図り、言語能力を向上さ
せられるよう授業改善を図っていく。

横田基地について 正和会
清水 義朋 議員

▲ふっさっ子グローバルヴィレッジの様子

　質問　昨年末から訓練で事故が相
次いだが、その確認と対応を問う。
　市長　横田基地関連の事件や事故
の発生時は国や米軍へ要請を行うな
ど速やかに対応している。短期間で
の４件の事故は市民に多大な不安を
与えることから、国や米軍に安全対
策の徹底を強く求め、今後も市民の

安全安心を最優先に全力で取り組む。
ふっさっ子グローバルヴィレッジに
ついて
　質問　開始から２年が経過したが、
これまでの経緯と成果を伺う。
　教育長　対象者の範囲を拡大し、
安全面を考慮した国内実施の事業と
して開始。参加者の自信や英語学習、

異文化交流への理解等の目的に沿う
事業で保護者も肯定的だが、日程が
合わず参加を断念する例があるほか、
より柔軟な指導力のあるスタッフや
体験学習に集中できる環境の確保等
の課題もあり、次回は東京グローバ
ルゲートウェイでより質の高い体験
学習を行い、課題解決につなげる。

児童虐待防止対策について 正和会
大野 聰 議員

　質問　法改正により、児童相談所
の業務の一部が本市に移譲されるこ
とになったが、本市の新たな業務内
容と今後の対応について伺う。
　市長　主な新業務は、児童相談所
全国共通ダイヤル189に入る通告や
近隣住民からの泣き声通告、警察か
らの通告、特定妊婦に関する案件へ

の対応。本市の過去３年間の新規対
応案件は平均年30件だが、平成31年
度は58.3件と予測しており、業務増
が見込まれることから、31年度から
子ども家庭支援課の職員を１名増員
し体制強化を図る。また現在、都、
児童相談所、市町村の代表者による
東京ルール及び子ども家庭支援セン

ターと児童相談所の共有ガイドライ
ンの改正に向けた検討委員会が行わ
れており、施行時期は31年度中なの
で、動向を注視し準備を進める。庁
内連携については、児童福祉法に基
づき要保護児童対策地域協議会を設
置しており、構成機関との連携をこ
れまで以上に密にして支援する。

福生市総合計画　これからの10年を見据えて 正和会
乙津 豊彦 議員

　質問　第５期総合計画策定へ「持
続可能な都市経営」「地域意識の醸
成」という言葉が鍵となるのでは。
　市長　持続可能な都市経営を進め
る上で地域意識の醸成は非常に重要
であり、まちの魅力のブラッシュア
ップとシティセールスは欠かせない。
本市を将来にわたって存続させ次代

に継承するため、様々な行政課題に
立ち向かい乗り越えることは、まち
づくりに携わる者の使命だ。第５期
総合計画の策定に全力で取り組む。
福生市教育振興基本計画　これから
の10年を見据えて
　質問　これからの10年間、家庭・
地域・社会の教育力向上に関しどの

ように考えているか伺う。
　教育長　新時代を逞しく生きる子
どもの育成は学校教育だけではなし
得ず、人間の芯となる部分は家庭教
育でつくられる。地道な取り組みを
しっかり支え家庭や地域の教育力向
上に他部署との連携も図りつつ、今
後10年間を見据え計画推進に努める。

▲英語版ごみカレンダー

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

▲児童虐待防止マニュアル・要保護児童対応マニュアル

▲福生市教育振興基本計画

地区防災計画の策定と自主防災組織の強化について 公明党
五十嵐 みさ 議員

▲防災訓練の様子

　質問　地区防災計画の策定は、自
主防災組織強化やコミュニティーの
再生にもつながる。市の所見を伺う。
　市長　地域の方々が自主的に災害
の課題に向き合い議論することは、
結果として災害に強いまちづくりを
底上げすることとなる。地区防災計
画が作成される際には、技術的助言

や情報提供など積極的に支援したい。
　総務部長　先進市の情報などを収
集し、どのように投げかけをするの
がよいのか等を含めて研究したい。

教員の働き方改革について

　質問　本市における教員の働き方
改革の進捗について伺う。

　教育長　平成30年７月に学校にお
ける働き方改革検討委員会を設置。
校務支援システムの活用や部活動の
あり方、教員の意識改革、保護者・
地域の理解促進等の課題を踏まえ、
31年２月に福生市立学校における働
き方改革推進計画をまとめた。31年
度より庁内調整を進めて実施する。



　　　平成31年4月25日　　福生市議会だより　　No.214（3）

文化遺産の保全と継承について 正和会
幡垣 正生 議員

▲グラウンドの人工芝化を実施する市営競技場

　質問　福生市には古くからの貴重
な文化遺産が多く残されているが、
それらの保全と継承にどのように取
り組むか。
　教育長　市では文化財総合調査を
実施し、文化財や伝統技術の所在確
認、内容の調査を行っている。これ
により発見、確認された資料は福生

市登録文化財として登録、中でも貴
重なものは福生市指定文化財として
指定し、保護普及を図っている。
東京2020オリンピック・パラリン
ピックに向けた福生市の取り組み
　質問　東京2020オリンピック・パ
ラリンピックに向け、福生市でもス
ポーツに対する機運が高まっている

が、市の取り組みについて伺う。
　教育長　平成31年度は、特に東京
2020オリンピック・パラリンピック
に向けた機運の醸成を意識した取り
組みが必要と考えており、ブライン
ドサッカーの公式戦の観戦や体験教
室を開いたり、補助金を活用したグ
ラウンドの人工芝化等を実施する。

都市農業の活性化について 市民派クラブ
田村 正秋 議員

　質問　都市農業は、新鮮で安全安
心な農産物の提供のほか、良好な景
観や防災空間等の多面的な機能を有
するが、福生市の都市農業活性化に
向けた取り組みについて伺う。
　市長　福生市都市農業活性化支援
事業補助金交付要綱や福生市都市農
地保全支援プロジェクト補助金交付

要綱により、農業経営の基盤強化や
農地保全を図っているほか、生産緑
地の下限面積を300平方メートルと
する条例改正等を行っている。
プチギャラリーを活用した作品展等
について
　質問　市内には多くの画家等がい
るが、プチギャラリーを活用し、新

たな作品展や企画展を開いては。
　教育長　プチギャラリーの第１展
示室は、文化芸術作品の発表の場と
して人気がある。まずは市民や団体
の成果発表の場として活用し、教育
委員会主催の収蔵美術品の展示会は、
年に一度の開催を基本に実施して、
文化芸術の振興に努めたい。

子ども一人一人を大切にするまちづくりについて 生活者ネットワーク
三原 智子 議員

▲人権の花運動で小学生が作成した標語

　質問　全ての人が子どもの権利を
理解し、また子ども自身も理解して、
虐待を防いだりＳＯＳを発信しやす
くするための市の取り組みを伺う。
　市長　子ども自身に人権を学んで
もらう機会や、子どもが自分の意見
を表明する機会として、青少年の意
見発表大会や子ども議会などを開催

しているほか、子どもがＳＯＳを発
信しやすくするチラシを児童・生徒
に配布し、周知を図っている。
　質問　子ども自身に人権を学んで
もらう取り組みとはどのようなもの
か。また、放課後児童対策と子ども
の権利について伺う。
　企画財政部長　人権啓発事業とし

て、小学生を対象に子どもからの人
権メッセージ発表会や人権の花運動
を、中学生を対象に中学生人権作文
コンクールを実施している。
　子ども家庭部長　児童の権利に関
する条約等を理解し、主体性・自主
性・社会性等の向上が図れるよう、
放課後児童対策を行っていく。

特定健康診査、特定保健指導で得られる効果について 正和会
武藤 政義 議員

　質問　健康の維持管理はとても大
切であるが、特定健康診査を受診す
ることでどのような効果が得られる
か伺う。
　市長　生活習慣病の発症前の段階
であるメタボリックシンドロームの
疑いや、その予備軍を早期に発見で
きるほか、特定保健指導を受けるこ

とで、生活習慣における課題を改善
し、生活習慣病の重症化や合併症の
発症を予防することができる。

空き家の状況について

　質問　全国的に少子高齢化が進み、
空き家は増加傾向にあるが、福生市
の空き家の状況を伺う。

　市長　平成25年の住宅・土地統計
調査によると、空き家は3,790戸、
住宅総数に対する空き家率は12.7％
で、近隣市町と比較すると空き家率
は高いが、特定空き家等はなく、空
き家に起因する諸問題はまだ多くな
い。空き家の放置により周辺の環境
が悪化しないよう、注視したい。

東京2020オリンピック・パラリンピックの各プログラムに基づく取り組み 公明党
青木 健 議員

▲福生市総合体育大会の様子

　質問　東京2020オリンピック・パ
ラリンピックの開催に際し、大会の
機運醸成や大会後のレガシーの創出
を目的とした「東京2020参画プログ
ラム」や、将来への貴重な学びを得
ることを目的とした教育プログラム
など、さまざまなプログラムに基づ
く活動が展開されている。本年は開

催の前年となるが、各プログラムに
基づく取り組みの実施状況と今後の
取り組みについて伺う。
　市長　福生市も「東京2020参画プ
ログラム」に取り組んでおり、福生
市民総合体育大会等もこの参画プロ
グラムに位置づけている。オリンピ
ック・パラリンピックという世界最

大のスポーツの祭典を子どもたちの
心に感動体験として残したいとの思
いから、今後、子どもたちの競技観
戦を実現させたい。また、来年は福
生市が四五都市連絡協議会の開催市
となる予定であり、協議会のスポー
ツ交流事業として、３市の子どもた
ちの競技観戦も考えている。

▲特定健康診査、特定保健指導利用の手引き

▲プチギャラリーで開催された収蔵美術品の展示会

現在の福祉バスを見直し、市内循環バスに発展させる時期が来ている 日本共産党
池田 公三 議員

　質問　福祉バスは平成22年から本
格運行されているが、市内循環バス
（コミュニティバス）は、以前から
要望はあるものの、導入に至ってい
ない。誰でも乗れる市内循環バスの
必要性について改めて検討すべき時
期に来ているのではないか。
　市長　福祉バスと市内循環バスは

全く違う。費用に見合う十分な効果
が得られないため市内循環バスの導
入は困難だが、高齢者や障害者に対
する福祉施策として、市独自の福祉
バスを運行している。
　質問　福祉バスと市内循環バスの
対象が違うのは承知しているが、実
際に転換した例もある。どのような

効果があれば、費用に見合う十分な
効果と言えるのか。
　企画財政部長　十分な効果の判断
として乗車人数がある。維持管理費
との兼ね合いで乗車人数が少ないバ
スを動かせないとの判断があり、市
内循環バスではなく、交通弱者対策
として福祉バスを運行している。 ▲高齢者や障害者等に対する福祉施策として運行している福祉バス
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認知症患者の現状と今後の見通しについて 公明党
堀 雄一朗 議員

　質問　平成29年版高齢社会白書に
よると、65歳以上の認知症高齢者は、
2025年には約５人に１人になると推
計されているが、当市の現状と見通
しについて伺う。
　市長　平成31年１月末現在、何ら
かの認知機能の低下が見られる市民
は1,339人で、認知症予備軍の方も

含めると約2,240人と推測される。
今後も高齢者の増加に伴い、認知症
患者も増えることが見込まれる。
児童虐待防止のために市と市民が協
力できることについて
　質問　児童虐待にかかわる事件の
報道が繰り返され、昨今、市民から
も何とかしたいとの声が出ている。

児童虐待防止のために、市と市民が
協力できることはないか。
　市長　市民の皆様には、近所の方
と日頃から気軽に声をかけ合う関係
を築き、地域での孤立化を防いでい
ただきたい。市も、子ども家庭支援
センターや児童相談所全国共通ダイ
ヤル189を周知していきたい。

国民健康保険税について 日本共産党
奥富 喜一 議員

▲横田基地（第２ゲート）

　質問　日本共産党は１兆円の公費
投入による国保税引き下げを提案し
ているが、①給与年収400万円、4人
世帯、30歳代、②給与年収240万円、
単身者、20歳代、③年金夫婦で夫の
年金230万円、妻50万円の場合の各
ケースについて、ア、平成30年度の
税額、イ、均等割を除いた税額、ウ、

協会けんぽの保険料を伺う。
　市民部長　①は、アが30万6,000
円、イが15万8,400円、ウが20万
1,960円、②は、アが11万6,400円、
イが7万9,500円、ウが11万8,800円、
③は、アが11万1,300円、イが5万
2,300円となる。
１月８日・９日のパラシュート訓練

中の事故について
　質問　横田基地で両日に連続して
発生した訓練中の事故について伺う。
　市長　パラシュート訓練中にメイ
ンパラシュートが機能せず、予備パ
ラシュートで着地した事故である。
市では徹底的な原因究明や再発防止、
速やかな情報提供等の要請を行った。

消防団員の安全対策について 公明党
原田 剛 議員

▲消防団総合訓練の様子

　質問　東日本大震災後、消防庁は
消防団活動・安全管理マニュアルの
作成を推進している。消防団員の安
全確保の観点からも、福生市にもこ
のマニュアルは必要ではないか。
　総務部長　福生市でも、消防団の
活動内容や訓練時に負傷者が出てい
る状況を考えると、消防団員の安全

管理は重要であるが、安全管理マニ
ュアルは、基本的には消防団が自ら
作成することが望ましいと考えるの
で、必要な情報提供をしながら、消
防団と協議していきたい。

消防団の配備器具について

　質問　近年の自然災害の頻発、激

甚化から、消防団の配備器具の充実
は重要と考えるが、見解を伺う。
　市長　現在、市では、救助資機材
セット、避難誘導用器具、夜間活動
用器具、啓発活動用器具を配備して
いる。配備器具の充実は重要であり、
消防団と協議して進め、その使用に
ついて訓練を実施したい。

▲認知症講演会の様子

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」により、市議
会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害
者（１・２級）の方にお届けしています。　
ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいまし
たら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生
活用具として給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局　☎042-551-1523

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放
映します。放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケー
ブルチャンネルガイドでお知らせしますので、ぜひご覧
ください。

ケーブルテレビによる議会中継

ご利用ください！インターネット議会中継

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、
より身近に議会を感じていただけます。ぜひご利
用ください。

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像

◆利用方法
　福生市公式ホームページ（http://www.city.
fussa.tokyo.jp/) →「福生市議会」よりアクセス

　まちの魅力づくり対策特別委員会では、新たな観光資源の創出として、
『和の文化について』、『洋の文化について』、『多摩川流域（沿い）の魅力
づくりについて』、『情報発信及び環境整備について』を協議し、次のこと
について推進することを提言する。

まちの魅力づくり対策特別委員会
第二回調査結果報告（概要）

『和の文化について』に関する提言
【提言１】 観光資源を点で終わらせるのではなく、面的にとらえてつ

なげる仕掛け
【提言2】既存の観光資源の景観及び魅力を向上させる仕掛け

『洋の文化について』に関する提言
【提言3】 国道16号線沿い（ベースサイドストリート）の魅力を強化

する仕掛け
【提言４】洋の文化が体験できるエリアとしての仕掛け

『多摩川流域（沿い）の魅力づくりについて』に関する提言
【提言５】 西多摩エリアの回遊の拠点、目的地としての福生市を創出

する仕掛け
【提言６】熊川分水を活かし、片倉跡地を活用する仕掛け

『情報発信及び環境整備について』に関する提言
【提言７】体験型観光資源の情報発信により、人を呼び込む仕掛け
【提言８】Wi-Fi環境の整備により、人の流れを創り出す仕掛け

※詳しくは 8面のまちの魅力づくり対策特別委員会の報告をご覧ください。
　なお、調査結果報告書の全文を、市議会ホームページに掲載しています。
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平
成
31
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛

り
込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
２
５
０
億
８
千

万
円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
審
査
中
に
予
算
の
組
み
替
え
動
議
が
委
員
よ
り

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
２
４
億
８
４
９
４
万
９
千
円
が

提
出
さ
れ
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
り
企
業
会
計
方
式
と

な
っ
た
下
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。

　
通
算
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲平成31年度　一般会計予算を起立多数で可決

平成 31 年度　各会計別予算規模
会 計 区 分

総 合 計

31 年度予算 前年比（％） 市民1人当たりの額

一 般 会 計

特
別
会
計

250 億 8,000 万円

68 億 6,712 万 1 千円

43 億 4,646 万 4 千円

12 億 7,136 万 4 千円

375 億 6,494 万 9 千円

2.8

△0.2

3.6

7.6

2.5

43 万 610 円

11 万 7,905 円

7 万 4,626 円

2 万 1,829 円

64 万 4,969 円

（人口 31.1.1 現在　58,243 人）

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計
収　入 支　出

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

15億 8,777 万 6千円

6億 2,049 万 4千円

13億 9,892 万 9千円

11億 8,456 万 1千円

問　
２
月
に
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
活
用

の
状
況
と
、
平
成
31
年
度
の

運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
現
在
ま
で
、
総
合
窓
口

課
と
収
納
課
の
納
税
説
明
で
、

計
３
回
活
用
し
た
。
利
用
し

た
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
、
英
語
で
、
職
員

側
か
ら
し
て
も
操
作
は
難
し

く
な
く
、
外
国
人
と
し
て
も

じ
ょ
う
舌
に
話
せ
る
な
ど
、

大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え

る
。
平
成
31
年
度
は
、
庁
内

に
貸
し
出
し
、
メ
リ
ッ
ト
を

共
有
し
て
い
き
た
い
。

問　
こ
の
負
担
金
が
生
じ
た

経
緯
と
平
成
31
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
平
成
30
年
度
に
４
市
１

町
１
村
で
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
商

品
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の

現
状
把
握
と
分
析
、
旅
行
会

社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、

二
次
交
通
の
活
用
強
化
に
向

け
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
事

業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
平
成
31
年
度
は
、
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
と
旅

行
商
品
の
造
成
、
旅
行
会
社

招
へ
い
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
等
を
実
施
す
る
予
定
。

問　
こ
の
給
付
金
の
内
容
に

問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
国

の
配
分
方
法
と
充
当
先
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
な
ぜ
特

定
財
源
で
は
な
く
一
般
財
源

に
入
っ
て
い
る
の
か
。

答　
配
分
は
２
割
が
都
道
府

県
、
８
割
が
市
町
村
で
、
市

町
村
へ
の
譲
与
基
準
は
、
私

有
林
人
工
林
面
積
が
50
％
、

林
業
就
業
者
数
が
20
％
、
人

口
が
30
％
と
な
り
、
公
共
施

設
の
更
新
な
ど
の
際
の
多
摩

産
材
の
使
用
に
充
当
す
る
予

定
。
内
部
で
検
討
の
結
果
、

ほ
か
の
地
方
揮
発
油
譲
与
税

な
ど
と
同
じ
く
一
般
財
源
と

し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。

つ
い
て
伺
う
。

答　
生
活
保
護
法
の
改
正
に

よ
り
、
生
活
保
護
受
給
者
の

子
ど
も
の
大
学
等
へ
の
進
学

を
目
的
と
し
て
新
た
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
生

活
の
立
ち
上
げ
等
の
費
用
と

し
て
、
こ
の
給
付
金
を
一
時

金
と
し
て
対
象
者
本
人
に
給

付
す
る
。
世
帯
の
家
か
ら
出

る
場
合
は
30
万
円
、
世
帯
の

家
か
ら
継
続
し
て
通
学
す
る

場
合
は
10
万
円
が
給
付
さ
れ

る
も
の
。

問　
こ
の
事
業
の
概
要
を
伺

う
。

答　
産
後
も
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
退
院
直

後
の
母
子
に
対
し
て
心
身
の

ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
事
業
で
あ
る
。
家
族
等

か
ら
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
な
い
産
婦
と
そ
の
新

生
児
、
乳
児
等
を
対
象
と
し
、

宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
３
つ
の

型
で
、
母
子
に
対
す
る
保
健

指
導
や
授
乳
指
導
、
産
婦
に

対
す
る
療
養
上
の
世
話
や
心

理
的
ケ
ア
等
を
行
う
。

問　
こ
の
事
業
の
利
用
人
数
、

利
用
時
間
や
周
知
の
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
年
度
途
中
に
保
育
園
の

入
園
が
難
し
い
場
合
の
代
替

と
し
て
、
東
京
都
の
認
定
を

受
け
た
認
可
外
の
ベ
ビ
ー
シ

ッ
タ
ー
事
業
者
を
利
用
で
き

る
制
度
で
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
開
始
す
る
。
月
曜
か
ら

土
曜
の
午
前
７
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
利
用
で
き
、
５
人

程
度
の
利
用
を
想
定
し
て
い

る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
す
る
ほ
か
、
保
育

園
の
申
し
込
み
に
対
す
る
保

留
通
知
に
事
業
案
内
を
同
封

し
て
い
く
。

問　
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

地
元
住
民
や
関
係
者
の
理
解

を
得
て
い
く
か
。

答　
産
業
道
路
と
多
摩
橋
通

り
の
整
備
工
事
に
伴
う
沿
道

の
地
区
計
画
の
策
定
、
用
途

地
域
の
変
更
を
目
的
と
し
た

事
業
で
あ
る
。
新
た
に
第
二

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に

な
る
と
土
地
の
有
効
利
用
が

図
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
地

区
計
画
の
策
定
や
用
途
地
域

の
変
更
は
住
民
や
関
係
者
の

同
意
が
必
要
で
あ
り
、
住
民

説
明
会
や
公
聴
会
等
で
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
。

問　
こ
の
制
度
の
利
用
が
な

か
な
か
伸
び
て
い
な
い
。
空

き
家
除
却
と
関
連
づ
け
て
こ

の
制
度
に
誘
導
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
子
育
て
支
援
住
宅
整
備

事
業
は
空
き
家
除
却
助
成
の

併
給
も
可
能
だ
が
、
除
却
に

関
す
る
相
談
の
段
階
で
は
次

の
用
途
が
既
に
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
以
前

の
広
報
活
動
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
東
京
都
の
制
度
で
あ

る
が
、
市
と
し
て
も
、
不
動

産
業
界
と
連
携
し
て
早
い
時

点
で
の
制
度
の
周
知
を
図
り
、

実
績
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
こ
の
事
業
の
内
容
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
効
果
等
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
砂
塵
対
策
及
び
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
機
運

醸
成
の
た
め
、
東
京
都
の
補

助
金
や
防
衛
省
の
補
助
等
を

活
用
し
て
、
人
工
芝
敷
設
工

事
や
管
理
棟
の
改
修
工
事
を

行
う
。
具
体
的
に
は
、
ミ
ス

ト
散
水
設
備
や
６
レ
ー
ン
の

全
天
候
型
走
路
の
設
置
、
管

理
棟
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

更
衣
室
、
ト
イ
レ
等
の
改
良

工
事
を
、
10
月
の
中
旬
に
開

始
し
て
平
成
31
年
度
末
に
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
就
学
相
談
に
携
わ
る
学

識
経
験
者
と
は
ど
の
よ
う
な

方
か
。
ま
た
、
謝
礼
の
積
算

根
拠
を
伺
う
。

答　
児
童
・
生
徒
の
特
別
支

援
の
利
用
に
つ
い
て
審
議
を

行
う
教
育
支
援
委
員
会
の
委

員
と
し
て
、
都
立
特
別
支
援

学
校
の
教
員
や
市
内
の
小
・

中
学
校
の
特
別
支
援
に
か
か

わ
る
教
員
の
ほ
か
に
、
新
た

に
大
学
教
授
な
ど
の
学
識
経

験
者
に
就
任
い
た
だ
き
、
指

導
助
言
を
受
け
る
も
の
で
あ

る
。
教
育
支
援
委
員
会
に
参

加
い
た
だ
く
７
回
分
の
予
算

を
積
算
し
て
い
る
。

問　
市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
の
委
託
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
式
典
を
業
者
に

委
託
す
る
に
当
た
っ
て
考
え

て
い
る
こ
と
は
。

答　
平
成
32
年
７
月
上
旬
に

実
施
を
予
定
し
て
い
る
記
念

式
典
に
つ
い
て
、
平
成
31
年

度
に
運
営
の
支
援
委
託
を
行

う
が
、
委
託
の
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
記
念
映
像
の

製
作
、
上
映
、
そ
の
他
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、
記

念
表
彰
に
関
す
る
事
務
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。
詳
細
は
、

平
成
31
年
度
に
庁
内
に
お
い

て
検
討
し
た
い
。

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税に

つ
い
て

進
学
準
備
給
付
金に

つ
い
て

市
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
の
委
託
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
電
話
多
言
語
通
訳

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

多
摩
広
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援

の
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
住
宅
整
備
助

成
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

武
蔵
野
工
業
線
地
区
及
び

志
茂
中
央
線
地
区
地
区
計
画

策
定
支
援
委
託
料
に
つ
い
て

市
営
競
技
場
改
良
事
業

に
つ
い
て

就
学
相
談
学
識
経
験
者

謝
礼
に
つ
い
て
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を
新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
す
る
条
例
の
規
定
を
整

理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
の
取
り
壊

し
に
伴
い
、
戸
数
を
変
更
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
下
水
道
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
下
水
道
使
用
料
に
対

す
る
消
費
税
率
を
改
め
る
と

と
も
に
、
一
般
汚
水
の
う
ち

排
出
量
が
１
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
分
に
係
る
使
用

料
金
を
改
定
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例

　
パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
も

と
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
目
標
の
達
成
や

災
害
防
止
を
図
る
た
め
、
平

成
31
年
度
よ
り
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
計
画
的
な
運
用
を
図
る
た

め
、
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
休
日
診
療
所
条
例

　
現
在
、
休
日
診
療
事
業
は

福
生
市
医
師
会
へ
委
託
し
、

福
生
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
31

年
度
よ
り
福
生
市
が
休
日
診

療
所
の
開
設
者
と
な
り
、
事

業
運
営
全
般
を
直
営
で
実
施

す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

◎
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
国
庫
補
助
金
の
確
定
に
よ

る
追
加
や
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
行
う
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４

◎
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
、
特
定
任
期
付
職
員
に

対
す
る
期
末
手
当
の
６
月
期

及
び
12
月
期
の
支
給
割
合
を

均
等
に
す
る
た
め
、
改
定
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
平
成
31
年
４
月
１

日
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
専
門

職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大

学
に
係
る
設
置
基
準
や
学
位

規
則
等
の
関
係
法
令
が
改
正

さ
れ
、
引
用
す
る
規
定
に
項

ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、
法
と

の
整
合
を
図
る
も
の
。

◎
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
市
議
会
議
員
に
支
給
す
る

期
末
手
当
の
６
月
期
及
び
12

月
期
の
支
給
割
合
を
均
等
に

す
る
た
め
、
改
定
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
嘱
託
員
及
び
委
員
等
の
報

酬
額
を
改
定
す
る
ほ
か
、
休

日
診
療
管
理
者
、
休
日
診
療

医
、
休
日
診
療
看
護
師
、
休

日
診
療
薬
剤
師
、
中
国
残
留

邦
人
等
支
援
・
相
談
員
及
び

５
７
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、

２
５
３
億
２
４
１
６
万
１
千

円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
30
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
１
８
万
５
千
円
を

追
加
し
、
44
億
４
０
８
３
万

７
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
30
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
す
る
負
担
金

額
の
変
更
等
に
伴
い
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
３
９
６
万
１
千
円
を
追

加
し
、
12
億
１
５
９
７
万
７

千
円
と
す
る
も
の
。

▽
平
成
31
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
「
こ
の
ま
ち
が
好
き
夢
か

な
う
ま
ち
福
生
」
の
実
現
を

目
指
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
億

８
千
万
円
と
す
る
も
の
。

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
備
改
良

事
業
、
富
士
見
通
り
線
整
備

事
業
、
第
三
小
学
校
増
築
事

業
等
の
大
規
模
事
業
が
本
格

実
施
さ
れ
、
ま
た
、
義
務
的

経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
大
き

く
伸
び
て
お
り
、
平
成
31
年

度
予
算
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
規
模
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
国
や
都
の
補
助
金
な

ど
特
定
財
源
を
可
能
な
限
り

活
用
し
、
一
般
財
源
か
ら
の

持
ち
出
し
を
極
力
抑
え
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
編
成
し
た
。

▽
平
成
31
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
68
億
６
７
１
２
万

１
千
円
と
す
る
も
の
。
財
源

の
確
保
や
医
療
費
適
正
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、

被
保
険
者
に
安
心
し
て
医
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
予
算

と
し
た
。

◎
平
成
31
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
43
億
４
６
４
６
万

４
千
円
と
す
る
も
の
。
介
護

保
険
事
業
が
持
続
可
能
な
制

度
と
な
る
よ
う
、
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
深
化
を
目
指
す
。

◎
平
成
31
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
12
億
７
１
３
６
万

４
千
円
と
す
る
も
の
。
後
期

高
齢
者
制
度
の
円
滑
な
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
被
保
険

者
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
よ
う
編
成
し
た
。

◎
平
成
31
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
平
成
31
年
度
予
算
よ
り
、

下
水
道
事
業
会
計
は
、
こ
れ

ま
で
の
官
庁
会
計
か
ら
地
方

公
営
企
業
法
に
基
づ
い
た
企

業
会
計
に
移
行
と
な
る
。

　
収
益
的
収
支
の
収
入
を
15

憶
８
７
７
７
万
６
千
円
、
支

出
を
13
億
９
８
９
２
万
９
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
を

６
億
２
０
４
９
万
４
千
円
、

支
出
を
11
億
８
４
５
６
万
１

千
円
と
す
る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
　
市
道
第
１
１
１
９
号
線
の

一
部
が
行
き
止
ま
り
道
路
で
、

一
般
の
交
通
の
用
に
供
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
道
路
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
当
該
路
線

の
一
部
を
廃
止
す
る
も
の
。

◎
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

７
号
富
士
見
通
り
線
整
備
事

業
の
用
地
買
収
に
係
る
契
約

物
件
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
、

移
転
作
業
の
遅
れ
に
よ
り
、

年
度
内
に
市
へ
引
き
渡
す
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
移
転
完
了
後

に
支
払
う
予
定
の
損
失
補
償

に
係
る
代
金
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
１
５
５

７
万
９
千
円
を
繰
越
明
許
費

と
す
る
も
の
。�

◎
平
成
31
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
国
に
お
い
て
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
に
係
る
予

算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
主

向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
・
販
売
等
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

５
６
２
８
万
５
千
円
を
追
加

し
、
２
５
１
億
３
６
２
８
万

５
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
、
坂
本
和
良
氏
を
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

部
活
動
指
導
員
を
新
た
に
区

分
に
追
加
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
市
長
等
に
支
給
す
る
期
末

手
当
の
６
月
期
及
び
12
月
期

の
支
給
割
合
を
均
等
に
す
る

と
と
も
に
、
福
生
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基

づ
き
、
市
長
、
副
市
長
及
び

教
育
長
の
給
料
月
額
を
引
き

上
げ
る
も
の
。

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
、
一
般
職
の
職
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
及
び
給

料
表
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

平
成
31
年
度
の
人
事
考
課
適

用
分
か
ら
、
部
長
級
職
員
を

除
く
55
歳
を
超
え
る
職
員
の

昇
給
の
基
準
を
変
更
し
、
昇

給
を
停
止
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
平
成
28
年
度
か
ら
行
っ
て

い
る
管
理
職
職
員
の
給
料
を

減
額
す
る
措
置
を
引
き
続
き

実
施
す
る
た
め
、
そ
の
期
間

を
平
成
31
年
度
ま
で
延
長
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
新
た
に
第
六
小
学
校
内
の

教
室
を
活
用
し
て
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ

◎
全
員
賛
成
　
▽
賛
成
多
数

可
決
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

次回定例会のお知らせ
◎傍聴におでかけください。

令和元年第２回定例会（予定）

◎�議場には、補聴器をお使いの方のた
めに、補聴器に直接音声を送るヒア
リングループを導入しています。

◆本会議　午前10時開会
　6月11日（火）～ 14日（金）
　及び28日（金）

◆常任委員会　午前10時開会
　6月18日（火）～ 20日（木）

●
平
成
31
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

■
反
対

　
本
予
算
は
、
貧
困
化
の
進

む
市
民
の
窮
状
を
救
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
、
就
学
援
助
支
給
基
準

の
生
活
保
護
基
準
以
上
へ
の

引
き
上
げ
、
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
対
策
、
市
内
循
環

バ
ス
の
導
入
、
基
地
被
害
の

増
す
横
田
基
地
の
撤
去
を
求

め
る
立
場
の
明
確
化
な
ど
、

重
要
施
策
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
反

対
す
る
。

■
賛
成

　
本
予
算
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
が
二
周
す
る
予
算
と

な
り
、
そ
の
総
額
は
過
去
最

大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
備
改
良
事
業
、
富
士

見
通
り
線
整
備
事
業
、
市
営

競
技
場
改
良
事
業
、
特
定
不

妊
治
療
助
成
、
産
後
ケ
ア
事

業
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
、
歳
入
面
で

は
、
補
助
金
等
の
確
保
な
ど

財
源
確
保
に
努
力
し
て
お
り
、

大
い
に
評
価
す
る
こ
と
か
ら
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　
本
予
算
は
、
富
士
見
通
り

線
整
備
事
業
、
第
三
小
学
校

増
築
事
業
な
ど
の
大
規
模
事

業
が
あ
り
な
が
ら
も
将
来
的

な
財
政
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
堅
実
な
予
算
編
成

で
あ
り
大
き
く
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
「
妊
娠
・
出
産
か

ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
」
や
「
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育
環
境

の
整
備
」
、
教
育
施
策
に
お

い
て
は
、
中
学
校
の
部
活
動

支
援
員
の
配
置
な
ど
教
員
の

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
で
き
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
次
の
議
案
に
対

し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
31
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算　

討　
論
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◇
平
成
31
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

問　
主
な
変
更
点
と
、
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら

れ
る
か
。

答　
変
更
点
は
、
単
式
簿
記

か
ら
複
式
簿
記
に
変
わ
る
こ

と
と
、
収
益
的
収
入
支
出�

（
３
条
予
算
）と
資
本
的
収
入

支
出（
４
条
予
算
）を
そ
れ
ぞ

れ
予
算
計
上
す
る
こ
と
に
な

る
こ
と
な
ど
。
企
業
会
計
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
固
定
資
産

台
帳
等
で
資
産
の
把
握
と
施

設
の
管
理
が
、
貸
借
対
照
表

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算

書
な
ど
財
務
諸
表
等
で
経
営

上
の
管
理
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
な
ど
。

　
３
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
７
件
の
議

案
を
審
査
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
２
件
の
陳
情

　
３
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
１
件
の
陳
情

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
現
時
点
で
木
造
の
市
営

住
宅
は
何
戸
か
。

答　
第
一
、
第
四
、
第
五
市

営
住
宅
合
わ
せ
て
14
戸
。

◇
福
生
市
下
水
道
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ど
の
よ
う
な
部
署
と
協

議
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

答　
横
田
基
地
、
北
関
東
防

衛
局
、
東
京
都
の
下
水
道
指

導
担
当
、
水
道
局
、
市
町
村

課
等
、
関
係
各
所
と
協
議
を

行
っ
た
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　
し
尿
処
理
施
設
の
基
幹

的
設
備
改
良
工
事
等
に
係
る

負
担
金
増
の
理
由
を
伺
い
た

い
。

答　
必
要
と
さ
れ
る
脱
水
汚

泥
、
し
渣
検
査
費
用
が
新
た

に
見
込
ま
れ
た
こ
と
、
青
梅

市
の
当
初
し
尿
搬
入
見
込
み

量
よ
り
実
績
搬
入
量
が
減
少

し
、
案
分
に
よ
る
福
生
市
の

負
担
割
合
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
増
額
と
な
っ
た
。

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 市民派 ネット 議決結果
市　長　提　出　議　案
議案第１号 福生市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第2号 福生市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第3号 福生市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４号 福生市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第５号 福生市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第６号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第７号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第８号 福生市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第９号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第10号 福生市下水道使用料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第11号 福生市森林環境譲与税基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第12号 福生市休日診療所条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第13号 平成30年度福生市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第14号 平成30年度福生市介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第15号 平成30年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第16号 平成31年度福生市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第17号 平成31年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第18号 平成31年度福生市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第19号 平成31年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第20号 平成31年度福生市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第21号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第22号 平成30年度福生市一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第23号 平成31年度福生市一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第24号 福生市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案の審議結果（〇賛成　×反対） 市民派：市民派クラブ　ネット：生活者ネットワーク

が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し�

た
。

◇
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
市
内
児
童
の
学
童
ク
ラ

ブ
利
用
状
況
は
。

答　
平
成
30
年
４
月
時
点
で
、

市
内
小
学
生
全
児
童
数
の
約

32
％
が
学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
の

寄
附
で
購
入
し
た
お
も
ち
ゃ

に
対
す
る
市
民
の
反
応
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
に
は
大
変

好
評
で
あ
る
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問　
保
険
者
機
能
強
化
推
進

交
付
金
を
財
源
振
替
す
る
理

由
は
。

答　
保
険
者
機
能
強
化
推
進

交
付
金
は
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
、
重
度
化
防
止
、
介
護

予
防
等
に
必
要
な
取
り
組
み

を
支
援
す
る
交
付
金
で
あ
り
、

一
般
介
護
予
防
事
業
に
充
当

し
た
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

問　
療
養
給
付
費
負
担
金
の

決
算
見
込
み
が
増
額
に
な
っ

た
理
由
は
。

答　
平
成
30
年
４
月
か
ら
10

月
の
給
付
実
績
に
基
づ
く
決

算
見
込
み
を
算
出
し
た
結
果
、

当
初
見
込
み
よ
り
９
５
４
万

５
千
円
増
額
と
な
っ
た
。

◇
平
成
31
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問　
一
般
被
保
険
者
国
民
健

康
保
険
税
の
算
出
根
拠
は
。

答　
平
成
31
年
１
月
１
日
時

点
の
平
成
29
年
度
末
と
の
比

較
で
１
７
５
世
帯
１
・
５
％

の
減
。
被
保
険
者
数
は
５
２

０
人
、
３
・
１
％
の
減
を
見

込
み
、
前
年
度
比
２
６
５
８

万
６
千
円
、
２
・
２
％
の
減

と
し
予
算
計
上
し
た
。

問　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
指
導
事
業
の
内
容
は
。

答　
保
健
師
や
看
護
師
、
管

理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
に

よ
る
食
事
や
運
動
等
の
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
生

活
習
慣
の
改
善
を
促
す
保
健

指
導
を
実
施
す
る
。

◇
平
成
31
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

問　
指
定
事
業
者
等
管
理
シ

ス
テ
ム
の
内
容
は
。

答　
事
業
所
情
報
や
介
護
報

酬
に
お
け
る
加
算
情
報
等
の

進
達
や
管
理
を
都
の
シ
ス
テ

ム
と
共
通
化
す
る
も
の
。

◇
平
成
31
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

問　
葬
祭
費
の
実
施
計
画
で

年
度
別
予
算
が
同
額
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

▲杉ノ子第二保育園新園舎を現地視察

▲法面改良工事中のほたる坂を現地視察
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用
し
た
も
の
は
い
な
い
が
、

国
際
貢
献
活
動
制
度
に
つ
い

て
は
利
用
し
た
職
員
が
１
名

い
る
。

◇
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　
嘱
託
員
及
び
委
員
等
の

報
酬
等
は
随
分
長
い
間
改
正

が
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
改
正

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

答　
各
審
議
会
委
員
、
協
議

会
委
員
に
つ
い
て
は
、
平
成

４
年
以
降
報
酬
額
が
改
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
審
議
会
、
協

議
会
で
議
論
い
た
だ
く
事
項

も
重
要
か
つ
複
雑
に
な
り
、

26
市
と
の
比
較
に
お
い
て
も

最
も
低
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
増
額
改
正
を
す
る
。

◇
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
対
策
な

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
つ

頃
ま
で
続
く
と
考
え
ら
れ
る

の
か
感
触
を
聞
き
た
い
。

答　
い
つ
ま
で
継
続
す
る
か

と
い
う
判
断
は
現
時
点
で
は

で
き
な
い
が
、
当
分
の
間
は

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
感
触
は
持
っ
て
い
る
。

◇
福
生
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例

問　
こ
の
使
途
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
は
多
摩
産
材
の
利

用
く
ら
い
し
か
な
い
の
か
。

答　
多
摩
産
材
の
利
用
以
外

で
も
、
森
林
環
境
税
の
目
的

で
あ
る
「
森
林
整
備
に
資
す

る
」
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

を
活
用
す
る
。

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編

集

後

記

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　
第
三
小
学
校
増
築
事
業

と
市
民
会
館
舞
台
装
置
等
改

良
事
業
に
つ
い
て
、
契
約
金

額
が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
契
約
金
額
及
び
補
助
金

充
当
率
は
。

答　
第
三
小
学
校
増
築
工
事

設
計
委
託
の
契
約
金
額
は
、

２
３
５
４
万
４
千
円
、
充
当

率
は
80
・
７
％
、
市
民
会
館

舞
台
装
置
等
改
良
工
事
設
計

委
託
の
契
約
金
額
は
、
１
２

９
６
万
円
、
充
当
率
は
69
・

４
％
で
あ
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

答　
平
成
30
年
度
の
執
行
状

況
か
ら
、
今
後
数
年
の
予
算

額
を
見
込
ん
だ
も
の
。

　
３
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
９
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
55
歳
の
昇
給
停
止
及
び

期
末
手
当
の
均
等
配
分
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

答　
い
ず
れ
も
人
事
院
勧
告

や
東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告

の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

勧
告
内
容
に
準
拠
す
る
た
め
、

実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◇
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

問　
久
し
ぶ
り
に
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
が
開
か
れ
審
議

を
さ
れ
た
と
思
う
が
委
員
の

反
応
は
。

答　
多
く
の
意
見
と
し
て
は

今
の
三
役
の
職
務
ま
た
職
責

か
ら
見
て
、
現
在
の
給
料
額

と
い
う
の
は
か
な
り
低
い
。

市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長

の
給
料
額
に
つ
い
て
は
、
類

似
団
体
並
み
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

◇
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
こ
の
制
度
を
使
っ
て
今

ま
で
自
己
啓
発
を
行
っ
た
と

い
う
例
は
あ
る
の
か
。

答　
大
学
等
の
課
程
の
履
修

に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
を
利

　
福
生
市
役
所
に
は
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
里
帰
り
桜
「
フ

ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
」
が
植

樹
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
定

例
会
中
に
見
頃
を
迎
え
、
来

庁
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
中
に
も

楽
し
ま
れ
た
方
が
多
か
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
振
り

返
る
と
平
成
は
、
日
米
だ
け

で
は
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

様
々
な
面
に
お
い
て
進
ん
だ

30
年
で
も
あ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
予
算
審
査
で
は
過
去
最
大

と
な
っ
た
一
般
会
計
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の

中
で
は
細
か
な
施
策
そ
れ
ぞ

れ
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
費

用
対
効
果
、
コ
ス
ト
意
識
な

ど
の
視
点
か
ら
質
疑
が
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
公
会
計
制
度

を
導
入
し
て
、
一
つ
一
つ
の

事
業
に
ど
の
く
ら
い
コ
ス
ト

が
掛
か
っ
て
い
る
の
か
が
見

え
や
す
く
な
り
事
業
の
透
明

性
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

ま
た
資
産
や
債
務
な
ど
の
状

況
も
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
議
会
と
し
て
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働
か
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
日
本
国
内
で
大

き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

続
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
暖

か
な
陽
気
と
な
り
体
を
動
か

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
一
歩
、
踏
み
出
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

開
。

◇
提
言
4 

（
洋
の
文
化
）

　
洋
の
文
化
が
体
験
で
き
る

エ
リ
ア
と
し
て
の
仕
掛
け
に

つ
い
て
は
、
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
米
ド

ル
で
の
買
い
物
な
ど
の
体
験
。

◇
提
言
5
（
多
摩
川
流
域
沿

い
）

　
西
多
摩
エ
リ
ア
の
回
遊
の

拠
点
及
び
目
的
地
と
し
て
の

福
生
市
を
創
出
す
る
仕
掛
け

と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
等

を
対
象
と
し
た
カ
フ
ェ
や
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
。

◇
提
言
6
（
熊
川
分
水
・
片

倉
跡
地
）

　
熊
川
分
水
を
活
か
し
、
片

倉
跡
地
を
活
用
す
る
仕
掛
け

と
し
て
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
公
園
等
を
併
設
し

た
「
道
の
駅
」
な
ど
の
検
討
。

◇
提
言
7
（
市
内
体
験
型
観

光
資
源
の
情
報
発
信
）

　
人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
と

し
て
、
「
福
生
市
内
で
は
こ

の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
」

と
い
っ
た
体
験
型
観
光
資
源

を
誰
に
で
も
分
り
や
く
取
り

ま
と
め
た
情
報
発
信
。�����������

◇
提
言
8
（
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
に

よ
る
観
光
資
源
の
情
報
発

信
）

　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

に
よ
り
、
人
の
流
れ
を
創
り

出
す
仕
掛
け
と
し
て
、
福
生

駅
周
辺
等
に
お
い
て
無
料
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
が
整

備
さ
れ
た
際
に
は
、
既
存
の

観
光
資
源
へ
人
が
流
れ
る
よ

う
、
積
極
的
な
観
光
対
策
の

推
進
。

　
3
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
５
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

「
平
成
30
年
度
横
田
基
地

対
策
に
関
す
る
要
望
書
」を

国
及
び
米
軍
等
の
機
関
に
提

出
。
要
望
事
項
は
、「
騒
音

防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
」「
基
地
運
用
の
安
全
対

策
を
徹
底
し
、
航
空
機
事
故

を
防
止
す
る
こ
と
」「
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
・
運
用
等
に

つ
い
て
最
大
限
の
配
慮
を
行

う
こ
と
」な
ど
10
項
目
で
あ

っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い

て
東
京
都
環
境
局
で
は
、
横

田
基
地
や
羽
田
空
港
、
厚
木

基
地
な
ど
の
周
辺
に
お
い
て
、

航
空
機
騒
音
の
調
査
を
行
い
、

毎
年
公
表
し
て
い
る
。
今
回

は
平
成
29
年
度
の
調
査
結
果

報
告
。
環
境
基
準
で
あ
る
57

　
3
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
前
回
12
月
定
例
会

に
お
け
る
提
言
内
容
等
の
修

正
箇
所
の
確
認
を
行
い
、
第

二
回
調
査
結
果
報
告
書
を
決

定
し
ま
し
た
。
概
要
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
提
言
1
（
和
の
文
化
）

　
観
光
資
源
を
面
的
に
と
ら

え
て
つ
な
げ
る
仕
掛
け
と
し

て
、
福
生
駅
か
ら
酒
蔵
等
を

つ
な
ぐ
回
遊
の
拠
点
と
し
て

の
古
民
家
（
旧
ヤ
マ
ジ
ュ
ウ

田
村
家
住
宅
）
の
有
効
活
用
。

◇
提
言
2
（
和
の
文
化
）

　
既
存
観
光
資
源
の
景
観
及

び
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
仕
掛

け
と
し
て
、
市
内
に
あ
る
二

つ
の
酒
蔵
周
辺
の
無
電
柱
化
。

◇
提
言
3
（
洋
の
文
化
）

　
国
道
16
号
線
沿
い
（
ベ
ー

ス
サ
イ
ド
ス
ト
リ
ー
ト
）
の

魅
力
を
強
化
す
る
仕
掛
け
と

し
て
、
他
市
に
な
い
魅
力
的

な
エ
リ
ア
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
こ
の
エ
リ
ア
に
特

化
し
た
事
業
の
積
極
的
な
展

デ
シ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
か

否
か
を
計
測
し
、
市
内
の
調

査
地
点
で
は
基
準
を
超
え
て

い
な
か
っ
た
。

３　
平
成
31
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い

て
昨
年
７
月
に
、
横
田
基
地

対
策
特
別
委
員
会
に
よ
る
防

衛
省
本
省
と
北
関
東
防
衛
局

に
対
す
る
要
請
行
動
に
お
い

て
、
事
業
の
採
択
を
強
く
要

望
を
し
て
い
た
が
、
平
成
31

年
度
に
お
い
て
事
業
採
択
の

見
込
み
と
な
っ
た
。

４　
平
成
31
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

基
地
周
辺
対
策
経
費
は

13
・
0
％
の
増
で
、
内
訳
は
、

住
宅
防
音
が
35
・
3
％
の
増
、

周
辺
環
境
整
備
が
2
・
3
％

の
増
で
あ
る
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

12
月
19
日
、
東
富
士
演
習

場
で
の
物
資
投
下
訓
練
中
に

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
施
設
区
域

外
へ
落
下
し
た
。
人
的
・
物

的
被
害
は
な
し
。

　
ま
た
、
１
月
８
日
及
び
９

日
、
横
田
基
地
で
の
人
員
降

下
訓
練
中
に
メ
イ
ン
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
が
機
能
せ
ず
、
予
備

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
着
地
す
る

事
故
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

都
と
５
市
１
町
協
議
会
か
ら

米
軍
等
に
対
し
、
原
因
究
明

や
迅
速
な
情
報
提
供
、
再
発

防
止
等
を
要
請
し
た
。

　
横
田
飛
行
場
北
側
の
外
周

道
路
工
事
に
伴
い
発
生
す
る

土
砂
を
平
成
31
年
２
月
下
旬

か
ら
所
沢
通
信
施
設
へ
搬
入

す
る
。

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　
対
策
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

▲7月にオープン予定の新扶桑会館を現地視察

▲第二回調査結果報告書を市長に提出

▲防衛省本省にて要望書を提出


